
　９月14日・15日、佐古の若宮八幡宮で千灯万灯会

がおこなわれました。 

　豊作と明日への幸せを願い、参道の両脇に設けら

れた灯明台に立てられた約500本のろうそくに灯が

ともると、幻想的な世界が広がりました。 

幻想的な炎の世界 

エコーラインなど 
行政ニュース 

アルバイト登録者の募集など 

敬老会など 
みんなの広場 
緊急地震速報など 
行政ニュース 

INFORMATION

伊勢参宮道中記（10） 
ふるさとの旅日記 

6P

4P

10P

18P

2P
せんとうまんとう　え 
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10 
月
１
日
か
ら
気
象
庁
の
「
緊
急
地
震
速

報
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
速
報
は
、
震
源

近
く
で
地
震
を
検
知
し
、
直
ち
に
震
源
や
地

震
の
規
模
な
ど
を
推
定
し
、
大
き
な
揺
れ
が

来
る
前
に
お
知
ら
せ
す
る
情
報
で
す
。
 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
速
報
さ
れ
る
こ

の
地
震
情
報
を
聞
い
て
、
大
き
な
揺
れ
が
始

ま
る
前
に
防
災
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、

地
震
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
速
報
か
ら
大
き
な
揺
れ
が
始
ま

る
ま
で
に
長
い
場
合
で
も
数
十
秒
程
度
で
あ

り
、
そ
の
短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動

を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

日
ご
ろ
か
ら
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
る

と
と
も
に
、
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た

と
き
は
、
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
あ
わ
て
ず

に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
 

申
請
受
付
／
10 
月
31
日
d
ま
で
 

対
象
住
宅
／
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
居
住
部
分
が
2
分
の
1
以
上

の
木
造
一
戸
建
て
住
宅
 

補
助
額
／
耐
震
診
断
費
用
の
う
ち
2
8
，

0
0
0
円
を
補
助
し
ま
す
。
耐
震
診
断

士
の
交
通
費
実
費
分
と
し
て
、
2
，

0
0
0
円
は
、
申
請
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
床
面
積
が
2
4
0
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、

超
え
る
部
分
の
耐
震
診
断
費
用
の
負
担

が
必
要
で
す
。
 

①
役
場
総
務
課

へ
資
料
請
求
 

耐
震
診
断
を

希
望
さ
れ
る
人

は
、
総
務
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
 

総
務
課
か
ら

「
誰
で
も
で
き

る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

「
耐
震
診
断
士
派
遣
申
請
書
」
を
送
付
し
ま

す
。
 

②
自
己
診
断
、
診
断
申
し
込
み
 

申
請
で
き
る
の
は
、
「
誰
で
も
で
き
る
わ

が
家
の
耐
震
診
断
」
の
評
点
の
合
計
が
9
点

未
満
の
住
宅
の
所
有
者
と
な
り
ま
す
。
申
請

時
に
は
、
面
積
や
構
造
、
用
途
等
が
確
認
で

き
る
登
記
簿
や
建
築
確
認
の
写
し
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
 

③
書
類
審
査
、
診
断
実
施
 

・
申
請
後
、
書
類
審
査
を
実
施
し
、
耐
震
診

断
士
の
派
遣
を
決
定
 

・
耐
震
診
断
日
の
調
整
 

・
耐
震
診
断
の
実
施
 

当
日
、
耐
震
診
断
士
の
交
通
費
実
費
分
と

し
て
、
2
，
0
0
0
円
の
支
払
い
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
 

④
診
断
結
果
の
送
付
 

耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診

断
結
果
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

震源近くで地震（Ｐ波）を検知すると、
直ちに緊急地震速報を発信するための
処理を開始します。地震波との競争です。 

報道機関・ 
防災機関など 

気象庁 

地震計 

瞬時の 
データ伝送 

Ｓ波
（主
要動
） 

Ｓ波
（主
要動
） 

P波
（初
期微
動）
 

P波
（初
期微
動）
 

瞬時の 
データ伝送 緊急地

震速報
 

緊急地
震速報

 

市民への 
伝達 

市民への 
伝達 

情報発表から主要動到達までの猶予時間 Ｐ
波
（
初
期
微
動
）
を
観
測
 

情
報
を
発
表
 
震源から離れるほど猶予時間が長くなります 

地震 
発生 

速報のしくみ 

数秒後 

0秒 5秒 10秒 15秒 0秒 5秒 10秒 15秒 

速報のしくみ 

施設の係員の指示に従って、 
落ち着いて行動し、あわて 
て出口に走り出さないでく 
ださい。 
 

緊急地震速報について詳しくは、気象庁ホームページ
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/ 
index.htmlをご覧ください。 
問い合わせ／京都地方気象台防災業務課 
　　　　　　1075（841）3006

人が大勢いる施設では 

頭を保護し丈夫な机の下などに隠れ、 
あわてて外に飛び出さないでください。 
 

家庭では 

最寄りの階で停止させて、 
すぐに降りてください。 

エレベーターでは 
が
始
ま
り
ま
す
 

が
始
ま
り
ま
す
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総
務
省
で
は
、
国
な
ど
の
行
政
に
関
す
る

住
民
の
み
な
さ
ん
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

お
聴
き
し
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
行
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
「
行
政
相
談
」
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
「
行
政
相
談
」
を
広
く
住
民
の
み
な

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
10 
月
15 
日

か
ら
21
日
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し

て
い
ま
す
。
 

相
談
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
 

相
談
の
内
容
は
、
郵
便
や
電
話
、
高
速
道

路
な
ど
の
特
殊
法
人
を
含
む
行
政
の
仕
事
や

手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
」
「
制
度
や
仕
組
み
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
」
「
苦
情
を
言
い
た
い
が
、
ど

こ
に
言
っ
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
で
す
。
 

道
路
や
税
金
、
年
金
、
福
祉
な
ど
の
分
野

は
問
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て

く
だ
さ
い
。
 

   行
政
相
談
は
毎
月
１
回
、
人
権
擁
護
相
談

と
一
緒
に
役
場
庁
舎
１
階
相
談
室
で
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
 

今
月
の
相
談
日
は
、
10 
月
16 
日
c
で
す
。

午
前
10 
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
役
場
庁
舎
１

階
相
談
室
で
、
午
後
１
時
か
ら
3
時
ま
で
は

ゆ
う
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
で
お
こ

な
い
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
ま
た
は
京
都
行

政
評
価
事
務
所
1
0
7
5
（
2
１
１
）
１

１
0
0

日時／平成20年1月27日a　午前9
時30分から（雨天決行） 
場所／木津川サイクリングロード（役
場スタート・ゴール） 
種目・費用／右表のとおり 
申し込み・問い合わせ／11月23日f
までに申込書と参加費を添えて同実
施委員会事務局（総合体育館内）1

　0774（44）2205または社会教育
課へ。 

走路観察や給水、会場のスタッフと
して、選手をサポートしていただける、
ボランティアスタッフも募集します。 
お手伝いいただける人は、同実施委
員会事務局へお申し込みください。 
多くの人のご協力をお願いします。 

ボランティアスタッフも募集 

くみやまマラソン実施委員会では、第18回くみやまマ
ラソンの参加者を募集します。 
種目は、右表のとおりです。マラソンの部とジョギング

の部があり、ファミリーペアで参加する種目もありますの
で、多くの人の参加をお待ちしています。 

行
政
相
談
週
間
 

第18回 

《雨天決行》 

距離 参　加　種　目 参加費 
記 
号 

1.5㎞ 

 

 
3㎞
 

 

 

 

 
5㎞
 

 

 

 

 

 

 

10㎞ 

 

 

 

 

 

 

 

3㎞ 
 
5㎞ 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

L 

M 

N 

O 

P 

Q 

R 

S 

T 

 

 

 

X 

Y 

Z

1,500円 

500円 

500円 

1,000円 

1,000円 

1,000円 

1,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

1,000円 

1,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

 

 

 

500円 

300円 

500円 

距離 参　加　種　目 参加費 
記 
号 

▼マラソンの部 

▼ジョギングの部 

ファミリーペア（小学1～3年生とその家族） 

小学生男子（小学4～6年生） 

小学生女子（小学4～6年生） 

中・高校生男子 

中・高校生女子 

中・高校生男子 

中・高校生女子 

一般男子（18歳～49歳） 

一般男子（50歳以上） 

一般女子（18歳～49歳） 

一般女子（50歳以上） 

中・高校生男子 

中・高校生女子 

一般男子（18歳～29歳） 

一般男子（30歳代） 

一般男子（40歳代） 

一般男子（50歳代） 

一般男子（60歳以上） 

一般女子（18歳～49歳） 

一般女子（50歳以上） 

 

 

 

ファミリーペア（小学1～3年生とその家族） 

小学生（4～6年生）・中学生 

一般（高校生以上） 

〜
 

瞬時の 
データ伝送 

Ｓ波
（主
要動
） 

P波
（初
期微
動）
 

緊急地
震速報

 

市民への 
伝達 

速報のしくみ 

0秒 5秒 10秒 15秒 
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　9月11日、中央公民館で、お年寄りの健康と長寿をお

祝いする敬老会が開かれ、約600人が元気に参加されま

した。 

　式典では、満88歳を迎えられた42人に京都府から祝額

が、数えで88歳の米寿を迎えられた47人には、町から座

布団や枕など5品の中から選べる目録が、今年結婚50年

を迎えられた36組のご夫婦には、金婚記念品として、組

み湯のみがそれぞれ贈られました。 

　第2部のアトラクションでは、会場の全員がいきいき体

操で体をほぐした後、落語や津軽じょんがら三味線＆民謡、

Wヤングの漫才などを楽しみ、会場はお年寄りの元気な笑

顔であふれていました。 

　また、敬老会を前に、9月4日、町内の100歳以上の高

齢者宅を坂本町長が訪問し、長寿を祝って記念品が贈られ

ました。102歳で町内最高齢の長谷川志づさんは、町長

の問いかけに笑顔で答えておられました。 

　9月2日、中央公園で、第10回町長査閲町消防団消防

訓練大会がおこなわれ、約160人の団員らが日ごろの訓

練の成果を披露しました。 

　この大会は、消防団員の技能向上と士気の高揚を目的に

2年ごとに実施され、久乗副団長の開会宣言に続いて、坂

本町長が、「日々の訓練で身につけた成果を遺憾なく発揮し、

今後も地域防災のリーダーとして活躍してください」と激

励。 

　宮川団長の訓示のあと、佐古地域の第1分団第1部と坊

之池・野村地域の第2分団第2部の団員が、火元の的に向

けて放水する小型ポンプ操法や、一糸乱れぬきびきびとし

た動きで礼式訓練に取り組みました。また、女性消防団に

よる消火器を使っての消火訓練や風水害を想定した積み土

のう工と釜段工などの実戦さながらの水防訓練に、会場に

駆けつけた来賓らは、消防団員の動作に熱い視線を送って

いました。 

中央公民館 中央公園 

敬老会 

元気な笑い声が響く 

町長査閲消防訓練大会 

訓練の成果を披露 

金婚式を迎えられたご夫婦 女性消防団による消火訓練 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

4
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2007 Kumiyama2007 Kumiyama

商工会「納涼夏まつり」（8月25日・役場駐車場） 
青少協「子ども広場」（8月25日・役場中庭） 



森下　実結ちゃん 
もりした　　み　ゆう 

（平成18年5月12日生） 
大好きなパパとママの実結ちゃん！ 

あなたの笑顔が元気の源です！！ 

林　父　大さん・母　千種さん 

熱心に寄せ植えをする参加者 真剣な表情で技を競う児童たち 

　8月30日、ゆうホールで、町内3小学校の留守家庭児

童保育「仲よし学級」に在籍する児童の交流会がおこなわ

れ、約150人がけん玉などで親睦と交流を深めました。 

　この交流会は、毎年、夏休みと冬休みに開催され、それ

ぞれの学級の普段の様子をスライドで上映したり、映画鑑

賞や「もしかめ」「とめけん」などの部門ごとのけん玉チ

ャンピオン決定戦がおこなわれたりし、楽しいひと時を過

ごしました。 

役場議会棟 

家族介護者交流会 

寄せ植えでリフレッシュ けん玉大会に大歓声 

仲よし学級交流会 
ゆうホール 

　8月29日、役場議会棟で、家族介護者交流会がおこな

われました。 

　この交流会は、ご家庭で高齢者を介護されている人を対

象に、学習会や社会見学などを通して、リフレッシュとお

互いの交流を深めてもらおうと、年4回開催され、今回は

サボテンの寄せ植えに挑戦。参加者は、サボテンの周りに

色とりどりの砂を入れ、かわいい寄せ植えが完成すると、

互いのできばえに笑顔があふれていました。 

平成19年8月15日から9月14日までの受付分（敬称略） 

忍
　
・
恵
理
 

忠
嗣
・
恵
美
 

忠
嗣
・
充
子
 

晴
聰
・
明
希
代
 

健
一
・
美
鈴
 

政
仁
・
雅
世
 

剛
　
・
え
み
 

輝
晃
・
靖
子
 

哲
裕
・
聡
子
 

藤
和
田
 

島
　
田
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

　
栄
 

　
〃
 

武
林
　
将
汰
 

大
岡
　
寿
羽
 

北
尾
実
羽
菜
 

佐
藤
　
綾
香
 

岡
林
　
美
空
 

木
村
　
真
緒
 

馬
田
　
弥
奈
 

梅
川
和
歩
果
 

川
　
　
心
温
 

し
ょ
う
た
 

こ
と
　

は
 

　

み
　
は
　
な
 

あ
や
　

か
 

　

み
　

そ
ら
 

　

ま
　
お
 

　

み
　
な
 

　

な
　
ほ
　
か
 

　

し
　

お
ん
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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2007 Kumiyama

2007 Kumiyama2007 Kumiyama

第33回城陽市・久御山町夏期採集展覧会 
（9月8日・ゆうホール） 

デイサービス敬
老会（9月6日・

保健センター）
 

救急フェア（9月8日・ジャスコ久御山店） 



市
販
の
住
宅
地
図
に
バ
ス
停
な
ど
を
明
示

し
て
、
町
域
を
１
枚
の
地
図
に
し
た
拡
大
版

を
作
成
し
、
有
料
で
販
売
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
（
栄
・
男
性
）
 

  市
販
の
住
宅
地
図
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

著
作
権
の
侵
害
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、

販
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

さ
ら
に
、
費
用
面
を
考
慮
す
る
と
大
変
困

難
な
状
況
で
す
。
 

バ
ス
時
刻
や
ル
ー
ト
図
を
記
載
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
次

回
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行
時
に
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

   北
川
顔
か
ら
西
・
東
ル
ー
ト
を
乗
り
継
い

で
ゆ
う
ホ
ー
ル
に
行
く
場
合
、
新
ダ
イ
ヤ
で

は
、
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
で
の
待
ち
時
間
が

１
時
間
ほ
ど
に
な
り
大
変
不
便
で
す
。
 

ル
ー
ト
は
そ
の
ま
ま
で
、
旧
ダ
イ
ヤ
に
戻

せ
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
（
大
橋
辺
・
男
性
）
 

  新
ダ
イ
ヤ
は
、
東
ル
ー
ト
の
大
幅
な
見
直

し
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
接
続
す
る
西
ル
ー

ト
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
ゆ
う
ホ

ー
ル
の
あ
る
団
地
方
面
で
は
な
く
、
利
用
者

の
多
い
役
場
方
面
へ
の
乗
り
継
ぎ
を
優
先
し

ま
し
た
。
 

そ
の
た
め
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

乗
り
継
ぎ
ル
ー
ト
は
、
大
変
不
便
な
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
 

本
格
運
行
と
し
て
新
ダ
イ
ヤ
で
ス
タ
ー
ト

し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
当
分
運
行
内
容
の

見
直
し
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

お
急
ぎ
の
場
合
は
、
基
幹
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
別
途
運
賃
必
要
）
 

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

   タ
レ
ン
ト
の
島
田
洋
七
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
と
映
画「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

の
上
映
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
佐
山
・
女
性
）
 

  島
田
洋
七
さ
ん
は
、
と
て
も
人
気
が
あ
り

出
演
料
が
非
常
に
高
額
な
た
め
、
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
は
残
念
な
が
ら
無
理
で
す
。
 

ま
た
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
は
小
学
校
の
長
期

休
業
に
入
っ
た
最
初
の
土
曜
日
に
映
画
大
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
 

「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
も
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
の
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
の
で
、

冬
休
み
映
画
大
会
で
の
上
映
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
　
　
【
7
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
】
 

   「
書
道
教
室
」
や
「
寄
せ
植
え
教
室
」
を

ゆ
う
ホ
ー
ル
で
も
開
い
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
女
性
）
 

  ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
講
座
を
ゆ
う
ホ
ー

ル
で
開
く
予
定
は
、
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
。
 

ゆ
う
ホ
ー
ル
で
は
、
ご
意
見
の
あ
り
ま
し

た
講
座
に
類
似
し
た
も
の
と
し
て
、
硬
筆
で

大
人
向
け
の
「
漢
字
出
直
し
塾
」
や
木
製
プ

ラ
ン
タ
ー
を
作
り
季
節
の
花
を
植
え
る
「
大

人
木
工
教
室
」
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
【
7
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
】
 

   申
し
込
み
開
始
日
の
早
い
時
間
に
電
話
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
員
に
達
し
た
た
め

受
け
付
け
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

定
員
を
増
や
す
か
自
己
負
担
分
を
支
払
っ

て
で
も
、
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  こ
の
教
室
は
、
例
年
人
気
が
高
く
、
１
日

目
で
受
講
申
込
が
定
員
に
達
し
、
あ
と
は
お

断
り
し
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
町
内
外
の
歴
史
や
文
化
な
ど

を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
参
加

者
に
費
用
の
負
担
を
お
願
い
し
た
場
合
、
か

な
り
の
金
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
と
算
定
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
受

講
意
欲
の
あ
る
人
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
十
分
協
議
し
て
来
年
度
の
募
集

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】
 

   御
牧
保
育
所
の
テ
ラ
ス
の
屋
根
が
破
れ
て
、

雨
の
日
に
は
、
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
て
ビ
シ
ョ

ビ
シ
ョ
で
す
。
 

保
育
所
に
は
0
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
も
登
所
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
幼
稚
園
の
改
装
ば
か
り

で
な
く
、
早
急
に
改
修
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
川
顔
・
女
性
）
 

  ご
指
摘
の
雨
漏
り
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
、
緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

順
次
計
画
的
に
改
修
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
箇
所
は
、
応
急
の
修
理
を
お
こ
な

う
な
ど
の
対
策
を
し
つ
つ
、
早
急
に
改
修
計

画
を
立
て
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
学
校
教
育
課
】
 

 

調
理
講
習
会
 

調
理
講
習
会
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
の
っ
て
こ
バ
ス
の
 

時
刻
表
に
つ
い
て
 

Q
新
ダ
イ
ヤ
は
、
西
・
東
ル
ー
ト
の
 

乗
り
継
ぎ
が
不
便
に
な
り
ま
し
た
 

Q
島
田
洋
七
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
 

映
画
の
上
映
を
し
て
く
だ
さ
い
 

A
著
作
権
や
費
用
を
 

考
え
る
と
無
理
で
す
 

A
当
分
、
運
行
内
容
の
 

見
直
し
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
 

A
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
無
理
で
す
が
、
 

映
画
は
上
映
を
予
定
し
て
い
ま
す
 

Q
中
央
公
民
館
で
開
い
て
い
る
講
座
を
 

ゆ
う
ホ
ー
ル
で
も
開
い
て
く
だ
さ
い
 

A
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
 

開
く
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
 

Q
「
ふ
る
さ
と
教
室
」
の
定
員
を
 

増
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
 

Q
雨
漏
り
が
ひ
ど
い
の
で
 

早
急
に
改
修
し
て
く
だ
さ
い
 

A
受
益
者
負
担
も
 

考
慮
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
ま
す
 

A
早
急
に
対
応
し
ま
す
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このコーナーでは、子育て支援や子どもたちの健全な育
成に活用していただくために、毎月一つの居場所を紹介し
ます。ぜひ、活用してください。 
 
 
中央公民館では多くの文化事業を実施しています。その
中でも、ご家族でいっしょに楽しんでいただくことができ
るのが、この「ファミリーシアター」です。 
毎年1回、12月ごろに開催するこの事業は人気も高く、
一昨年度は「ピーターパン」（影絵）、昨年度は「ごんぎつ
ね」（人形劇）を上演し、多くのご家族に楽しんでいただ
いています。 
昨年参加した子どもの声 
・すこし悲しい話だったけど、ゴンの本当の気持ちはやさ
しかった。 
昨年、子どもと参加した保護者の声 
・この世に人間以外の命はたくさんある。それをみんなで
守っていきたい。 

・特別なものが無くても、指と腕であれほど夢のあるもの
ができることに感動した。 
主催者の声 
・夢や希望のある演劇、指人形、影絵、コンサートなどを
これからも上演したいと思っています。 
・お母さんと子どもだけではなく、おじいちゃんやおばあ
ちゃん、そしてお父さんを含めたご家族でのご参加をお
待ちしています。 
問い合わせ／中央公民館1075（631）1000

77

 毎
月
、
保
育
所
で
開
催
し
て
い
る
「
ス
キ

ッ
プ
広
場
」。
今
月
は
保
育
所
で
人
気
の
手

作
り
お
や
つ
を
作
り
ま
す
。
 

お
菓
子
作
り
が
は
じ
め
て
の
人
も
大
丈
夫

で
す
。
 

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
手

軽
に
で
き
る
お
や
つ
作
り
を
一
緒
に
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

 日
時
／
10 
月
20
日
g
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
ま
で
 

※
受
付
は
、
午
前
9
時
半
か
ら
で
す
。
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
の
保
護
者
 

内
容
／
お
や
つ
作
り
 

講
師
／
町
管
理
栄
養
士
…
久
保
田
記
久
子
、

町
立
保
育
所
調
理
職
員
 

定
員
／
35
人
 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
13 
日
g
ま

で
に
、
各
保
育
所
ま
た
は
学
校
教
育
課

へ
。
電
話
可
 

※
保
育
ル
ー
ム（
満
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）

を
用
意
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時
に
子

ど
も
の
数
と
年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

昨年上演された「ごんぎつね」の一場面 

調
理
講
習
会

調
理
講
習
会
 

調
理
講
習
会

調
理
講
習
会
 

10月1日から7日は、「全国道路標識
週間」です。 
道路標識は、道路を安全・快適に迷
わず利用するためになくてはならない「道
しるべ」です。 
みなさんの周りで「内容がわかりに
くい」、「表示が間違っている」、「壊れ
ていて見にくい」道路標識はありませ
んか。 
道路標識を一層利用しやすいものに
改善するため、お気付きのことがあり
ましたら、お気軽にご連絡ください。 
問い合わせ／建設整備課 
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「
む
し
歯
」
と
「
歯
周
病
」
は
歯
の
喪
失

の
主
な
原
因
で
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
の
予
防

を
心
掛
け
、
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
つ
「
8
0
2
0
運
動
」
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。
 

   
〜
定
期
健
診
を
受
け
、
 

 
正
し
い
歯
の
手
入
れ
を
身
に
つ
け
よ
う
〜
 

 
◆
む
し
歯
は
「
感
染
症
」
の
ひ
と
つ
 

む
し
歯
は
、「
む
し
歯
菌
」
に
よ
っ
て
で

き
ま
す
。
む
し
歯
菌
は
、
保
育
者
か
ら
、
赤

ち
ゃ
ん
に
う
つ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

定
期
検
診
を
受
け
て
む
し
歯
が
あ
れ
ば
、
早

く
治
療
し
、
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
 

 
◆
む
し
歯
菌
を
う
つ
さ
な
い
ポ
イ
ン
ト
 

・
ス
プ
ー
ン
や
歯
ブ
ラ
シ
は
共
用
し
な
い
。
 

・
口
う
つ
し
で
食
べ
さ
せ
な
い
。
 

・
む
し
歯
の
あ
る
人
は
、
早
く
治
療
す
る
。
 

・
家
族
で
む
し
歯
予
防
を
心
が
け
る
。
 

 ◆
乳
歯
の
む
し
歯
は
永
久
歯
に
影
響
す
る
 

い
く
ら
治
療
法
が
進
歩
し
て
も
、
一
度
む

し
歯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
歯
は
、
も
と
の
自

然
の
歯
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

「
乳
歯
は
、
は
え
代
わ
る
か
ら
む
し
歯
に

な
っ
て
も
大
丈
夫
」
と
放
っ
て
お
く
と
、
次

に
は
え
る
永
久
歯
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
ま

す
。
永
久
歯
に
は
え
代
わ
る
と
き
に
、
乳
歯

の
む
し
歯
菌
が
永
久
歯
に
う
つ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
 

ま
た
、
む
し
歯
に
よ
っ
て
乳
歯
が
早
く
抜

け
る
と
、
将
来
の
歯
並
び
に
影
響
し
ま
す
。
 

 
◆
規
則
正
し
い
生
活
を
し
よ
う
 

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
た
め
、

食
事
の
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
 

生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
し
ま
う
と
、
長
い

時
間
食
べ
物
が
口
に
入
っ
て
い
る
状
態
が
続

く
「
だ
ら
だ
ら
食
い
」
に
な
り
や
す
く
、
む

し
歯
を
つ
く
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

 
◆
食
べ
た
後
は
歯
み
が
き
を
忘
れ
ず
に
 

外
出
な
ど
で
歯
み
が
き
で
き
な
い
と
き
は
、

せ
め
て
口
を
ゆ
す
ぐ
だ
け
で
も
違
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

日本は、有感地震が頻発する地震国です。今後、30年か
ら50年のうちに阪神・淡路大震災などと同様のマグニチ
ュード7～8クラスの地震がいくつも起こると言われてい
ます。 
防災対策は、まさに命を左右することであり、しっかり
とした対策をしなくてはなりません。 
◆防災対策の優先順位を考える 
防災対策としてまず、頭に浮かぶのは、非常持ち出し品
の準備ではないでしょうか。 
しかし、それらを備えていても直接、命を守ることはで
きません。まずは、住居の耐震強度、室内の落下物の防止・
転倒物の固定、避難路を確保することが必要です。 
次に、家族や友人などの大切な人との安否確認の方法を
決めておきましょう。災害時には、携帯電話の使用が困難
になると予測されますので、例えば、電話会社の安否情報
などを残しておくことができる災害用伝言ダイヤル「171」
の活用もひとつです。 
生き埋めや閉じ込められたといった、万一の場合を考え、

ひとり暮らしの人は、近くに住む親しい人に来てもらえる
ように、頼んでおきましょう。 
◆必要なものは身近なところに 
災害はいつどこで起こるか分かりません。職場や通勤途
中で災害が起こることも考え、ポケットサイズのラジオや
簡易食料（チョコレート、栄養補助食品など）、飲み物（栄
養補給できるゼリー飲料など）、携帯電話の予備バッテリ
ーなどをかばんに入れて身近に備えておくと、万一のとき
に役立ちます。 
ただし、本当に大きな揺れになったら、家の中で非常持
ち出し袋を探している時間はありませんので、体ひとつで
脱出するようにしましょう。 
また、災害を生き抜くための知識を得るために、各地に
ある防災センターに足を運んでみましょう。 
トラブルに巻きこまれたら、1人で悩まず、京都府消費
生活科学センター1075（671）0004、京都府山城広域
振興局商工観光室10774（21）2103または産業課へご
相談ください。

図
書
館 

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く

み
や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

8
広報くみやま 平成19年10月1日 



今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
世
界
遺
産
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ

の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

シ
ン
ク
タ
ン
ク
せ
と
う
ち
総
合
研
究
機
構
発
行
 

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
8
3
0
全
物
件
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
地
域

別
、
国
別
、
登
録
年
別
、
遺
産
種
別
な
ど
に
整
理
し
て
紹
介
 

「
世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ『
世
界
遺
産
事
典
』（
2
0
0
7
改
訂
版
）
」
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
発
行
 

災
害
、
戦
争
、
都
市
開
発
、
乱
獲
、
観
光
化
、
人
口
増
加
…
。
い

ま
世
界
遺
産
に
忍
び
寄
る
危
機
、
変
わ
り
ゆ
く
遺
産
を
解
説
入
り
の

写
真
で
紹
介
 

「
危
機
遺
産
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
 

小
学
館
発
行
 

世
界
を
6
つ
の
地
域
に
分
類
し
、
日
本
の
全
て
の
遺
産
お
よ
び
候

補
地
と
、
各
地
域
の
重
要
な
遺
産
を
多
数
紹
介
 

「
世
界
遺
産
ふ
し
ぎ
探
検
大
図
鑑（
全
3
巻
）」
児
童
書
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
探
検
ロ
マ
ン
世
界
遺
産
」
取
材
班
編
 

数
多
い
世
界
遺
産
の
中
か
ら
2
話
を
精
選
し
、
世
界
遺
産
誕
生
に

ま
つ
わ
る
謎
や
ド
ラ
マ
を
紹
介
 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
探
検
ロ
マ
ン
世
界
遺
産（
全
2
巻
）」
児
童
書
 

∧
世
界
遺
産
を
訪
ね
て
∨
 

6
回
目
と
な
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」（
4

月
23
日
）
の
啓
発
事
業
と
し
て
、
府
教
育
委
員
会
と
府
図
書
館
等
連

絡
協
議
会
の
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
、
応
募
点
数
は
府
内
各
地
か
ら
１

8
，
0
0
0
点
を
超
え
る
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
作
品
展
で
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
選
し
た
本
町
分
の
11 
点
を

含
む
3
3
6
点
を
展
示
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
と
は
思

え
な
い
す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
 

期
間
／
10 
月
3
日
d
〜
11 
日
e
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
展
示
ロ
ビ
ー
 

作
品
／
最
優
秀
賞
10 
点
、
優
秀
賞
25
点
、
佳
作
25
点
、
入
選
2
7
6

点
 

オ
ス
ス
メ
本
 

★
う
ち
の
一
階
に
は
鬼
が
い
る
！
 

（
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
作
）
 

母
さ
ん
の
再
婚
相
手
で
あ
る
ジ
ャ
ッ

ク
が
く
れ
た
化
学
実
験
セ
ッ
ト
。
こ
れ

が
と
ん
で
も
な
い
代
物
だ
っ
た
。
 

★
手
づ
く
り
ヨ
ッ
ト
で
日
本
一
周
六
五
〇
〇
キ
ロ
 

（
関
屋
敏
隆
絵
）
 

一
九
六
一
年
、
手
づ
く
り
ヨ
ッ
ト
で

の
日
本
一
周
を
計
画
し
た
大
学
生
が
い

た
。
無
事
に
航
海
を
終
え
る
ま
で
の
冒

険
。
 

★
朝
顔
は
ま
だ
咲
か
な
い
 

（
柴
田
よ
し
き
著
）
 

い
じ
め
が
も
と
で
、
ひ
き
こ
も
り
と

な
っ
た
小
夏
。
そ
ん
な
小
夏
を
訪
ね
て

く
る
の
は
親
友
の
秋
だ
け
だ
っ
た
が
…
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

作り方 

①　サバは1人分が3～4切れになる
ようにそぎ切りにします。 

②　①に塩・こしょうをして、牛乳に
15分ほどつけておきます。 

③　汁気をふきとり、強力粉をまぶし
ます。フライパンに油を熱し、両面
を色よく焼きます。 

④　ボールにＡを合わせ、③に1／3

をかけておきます。 
⑤　玉ねぎはうす切りにし、水にさら
してから水気を切っておきます。 

⑥　トマトは皮をむき、種を取って1
㎝の角切りにします。 

⑦　貝割菜は、根をとり半分に切り、
よく洗って水気を切っておきます。 

⑧　食べる直前に⑤～⑦とＡの残りを
混ぜ合わせ、器に盛り、④をのせま
す。 食生活改善推進員協議会「久味の会」 

263㌔カロリー／1人分 

サバとトマトのサラダ 

105サバ（三枚おろし） 
塩 
こしょう 
牛乳 
強力粉 

･300グラム 
･･････････小さじ1／2 

･･･････････少々 
････････1／2カップ 
･････････大さじ3

油 
玉ねぎ 
トマト 
貝割菜 

････････････大さじ1 
･････････1／2個 
････････････1個 
･･･････････ 50g

　　レモン 
　　塩 
Ａ　砂糖 
　　こしょう 
　　サラダ油 

････････1個 
･････小さじ1／2 
･･････小さじ1 
･･････少々 
･･大さじ1

■材料（4人分） 

「
京
都
府
子
ど
も
絵
て
が
み
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
選
作
品
展
 

ヤ
ワ
イ
ヤ
号
の
冒
険
 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

1
日
b
・
9
日
c
・
15
日
b
・
22
日
b
・

29
日
b
・
31
日
d
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町
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

職
種
／
一
般
事
務
、
収
集
作
業
員
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
保
健
師
、
看
護
師
、
図

書
館
司
書
、
調
理
員
な
ど
 

勤
務
地
／
役
場
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童

保
育
、
図
書
館
な
ど
 

対
象
／
18 
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）
 

賃
金
／
日
額
5
，
7
0
0
円
（
一
般
事
務
の

場
合
）、
交
通
費
（
規
定
に
よ
り
支
給
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
貼
り
、
希
望
の
職
種
を
ご
記

入
の
う
え
、
総
務
課
へ
。
 

※
勤
務
時
間
・
賃
金
は
、
職
種
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
 

  
町
で
は
、
食
育
推
進
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
町
の
特
色
あ
る
食
文
化
の
理
解
と
伝
統

食
を
継
承
す
る
た
め
、
久
御
山
町
食
暦
を
作

成
し
ま
す
。
 

食
暦
の
作
成
に
あ
た
り
、
伝
統
食
の
献
立

を
募
集
し
ま
す
。
 

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
31
日
d
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に
「
伝
統

食
の
献
立
」
の
①
名
称
　
②
材
料
（
何

人
分
）
　
③
料
理
方
法
　
④
由
来
な
ど

⑤
写
真
（
可
能
な
人
）
と
「
応
募
者
」

の
⑥
氏
名
　
⑦
住
所
　
⑧
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
う
え
、
長
寿
健
康
課
へ
。
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
可
 

  
高
齢
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
、
初
心

者
が
対
象
で
す
。
 

日
時
／
11 
月
2
日
f
・
7
日
d
・
9
日
f
・

13 
日
c
・
16 
日
f
・
21
日
d
・
28
日
d
・

30
日
f
【
8
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
9
時

30
分
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
年
賀
状
づ
く
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

体
験
 

定
員
／
先
着
16 
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
苑
へ
。
電
話

可
 

  
町
で
は
、
巨
椋
池
干
拓
地
環
境
保
全
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
連
携
し
て
、
巨
椋
池
干
拓
地

の
生
き
物
の
観
察
や
周
辺
の
投
棄
ご
み
の
実

態
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
自
然
環
境
保

全
に
取
り
組
む
意
識
づ
く
り
の
た
め
、
自
然

観
察
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
27
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時（
小

雨
決
行
、
午
後
0
時
20
分
ま
で
に
中
央

公
民
館
玄
関
前
、
午
後
0
時
30
分
ま
で

に
総
合
体
育
館
玄
関
前
に
集
合
）
 

※
目
的
地
へ
は
、
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。
 

場
所
／
巨
椋
池
排
水
幹
線
 

内
容
／
巨
椋
池
排
水
幹
線
内
の
生
き
物
の
捕

獲
・
観
察
な
ど
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）
 

定
員
／
先
着
20
人
 

持
ち
物
／
長
ぐ
つ
、
雨
具
、
ぼ
う
し
、
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
な
ど
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
12 
日
f
ま

で
に
、
環
境
保
全
課
へ
。
電
話
可
 

※
参
加
者
に
は
、
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
絵
本
や
子
育

て
支
援
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
や
子
育
て
・

孫
育
て
中
の
人
を
対
象
に
、
絵
本
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
講
座
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
①
10 
月
19 
日
f
　
②
26
日
f
　
い
ず

れ
も
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

内
容
／
①
絵
本
の
楽
し
み
…
選
び
方
・
読
み

方
・
発
声
の
仕
方
ほ
か
　
②
絵
本
を
読

ん
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
…
家
庭
な
ど
で
の

読
み
聞
か
せ
 

講
師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
絵
本
で
子
育
て
」
セ

ン
タ
ー
 

定
員
／
先
着
20
人
 

※
保
育
ル
ー
ム
有
り
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
15 
日
b
ま

で
に
、
同
協
議
会
へ
。
 

荒
見
苑
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

絵
本
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
講
座
 

自
然
観
察
会
 

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
 

久
御
山
町
伝
統
食
の
献
立
 

し
ょ
く
ご
よ
み
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町
内
外
の
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
住
民
の

み
な
さ
ん
と
町
長
が
意
見
交
換
す
る
「
町
政

を
見
る
会
」
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
21
日
a
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3

時
 

場
所
／
京
都
大
学
防
災
研
究
所
宇
治
川
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（
京
都
市
伏
見
区

横
大
路
）、
町
消
防
本
部
 

定
員
／
先
着
25
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
16 
日
c
ま

で
に
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可
 

  
来
年
4
月
に
入
園
す
る
町
立
幼
稚
園
の
園

児
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
て
、

次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
幼
児
　
3
歳
児

…
平
成
16 
年
4
月
2
日
〜
平
成
17 
年
4

月
１
日
、
4
歳
児
…
平
成
15 
年
4
月
2

日
〜
平
成
16 
年
4
月
１
日
　
5
歳
児
…

平
成
14 
年
4
月
2
日
〜
平
成
15 
年
4
月

１
日
 

定
員
／
3
歳
児
…
佐
山
幼
稚
園
　
40
人
、
御

牧
幼
稚
園
　
20
人
、
東
角
幼
稚
園
　
40

人
、
4
歳
・
5
歳
児
…
各
園
若
干
名
 

申
し
込
み
／
10 
月
12 
日
f
ま
で
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
の
間
に
、
各
幼
稚
園
・
教

育
委
員
会
で
配
布
す
る
入
園
申
請
書
に

ご
記
入
・
押
印
の
う
え
、
入
園
を
希
望

す
る
幼
稚
園
へ
。
 

※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
10 
月
9
日
c
は
除

く
。
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
子
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
14 
日
a
　
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
30
分
 

場
所
／
ハ
ー
ベ
ス
ト
の
丘
（
堺
市
）
 

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
中
学
生
以
下
の
人

と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
そ
の
他
 

定
員
／
54
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
 

費
用
／
大
人
5
0
0
円
、
子
ど
も
3
0
0
円
 

申
し
込
み
／
10 
月
5
日
f
ま
で
に
、
地
域
の

民
生
児
童
委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

※
最
寄
り
の
場
所
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

  
さ
つ
き
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
料
理
教
室

を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
22
日
b
　
午
前
10 
時
〜
午
後
0

時
30
分
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
 

講
師
／
ク
ッ
ク
ピ
ー
プ
ル
の
み
な
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
材
料
費
と
し
て
6
0
0
円
 

申
し
込
み
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

※
通
所
の
困
難
な
人
は
、
送
迎
し
ま
す
。
 

  
乳
幼
児
を
持
つ
父
母
な
ど
に
、
け
が
や
誤

飲
な
ど
に
対
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
心
肺
蘇
生
な
ど
の
実
技
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
あ
わ
て
ず
対

処
す
る
心
構
え
を
学
び
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
27
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

場
所
／
京
都
府
宇
治
総
合
庁
舎
大
会
議
室
（
宇

治
市
宇
治
若
森
7
の
6
）
 

※
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
南
へ
2
0
0
㍍
 

内
容
／
①
講
演
「
小
児
の
誤
飲
と
心
肺
停
止

に
対
す
る
応
急
手
当
の
重
要
性
」
　
講

師
…
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
小
児
科
副

部
長
　
長
村
敏
生
さ
ん
　
②
心
肺
蘇
生

等
の
実
技
講
習
　
講
師
…
宇
治
市
中
消

防
署
職
員
 

定
員
／
先
着
30
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
15 
日
b
ま

で
に
、
府
山
城
北
保
健
所
企
画
調
整
室

1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
9
9
へ
。

電
話
可
 

※
保
育
ル
ー
ム
（
生
後
6
ヶ
月
以
上
）
を
用

意
し
て
い
ま
す
。（
人
数
制
限
あ
り
）
 

     
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
ま
す
と
、

家
屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
。
 

家
屋
の
評
価
と
は
、
新
築
、
増
築
さ
れ
た

居
宅
や
倉
庫
、
工
場
な
ど
の
評
価
額
を
決
定

し
、
来
年
度
か
ら
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
を
課
税
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。
 

事
前
に
お
伺
い
す
る
日
時
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
5
日
f
・
19 
日
f
　
午
後
１
時

30
分
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、

ビ
ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17 
年
4
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

請
求
期
限
／
平
成
20
年
3
月
31
日
b
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を

経
過
し
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
3
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
1
0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
ま

た
は
長
寿
健
康
課
 

町
政
を
見
る
会
 

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
親
子
交
流
会
 

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を
 

今
月
の
献
血
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

戦
没
者
遺
族
の
特
別
弔
慰
金
請
求
 

小
児
救
急
医
療
講
座
 

料
理
教
室
 

幼
稚
園
児
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現
況
届
を
未
提
出
の
人
は
、
児
童
手
当
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
至
急
、
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
厚
生
年
金
加
入
者
は
、

受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の
写
し
を
添
え

て
提
出
し
て
下
さ
い
。
平
成
19 
年
１
月
2
日

以
降
に
町
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の

市
町
村
で
、
受
給
者
の
「
平
成
19 
年
度
所
得

証
明
書
」（
児
童
手
当
用
）
１
通
を
取
り
寄
せ

て
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
全
国
一
斉
に
共
同
募
金
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
 

昨
年
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
2
，
7
6
6
，

3
4
１
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
2
，
6
7
１
，
8
8
4
円
が
町
の
社

会
福
祉
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
年
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

人
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
」（
30
歳
未
満
の

人
に
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
」）
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
学
生
で
収
入
が
少
な
い
人
は
、

在
学
中
の
保
険
料
を
卒
業
後
に
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
」
が
あ
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

が
、
所
得
制
限
の
対
象
と
な
る
人
が
会
社
な

ど
を
退
職
し
た
場
合
、
所
得
に
関
係
な
く
承

認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
離
職
票
な

ど
が
必
要
）
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
年
金
手
帳
、
印
鑑
、

学
生
の
場
合
は
学
生
証
持
参
の
う
え
、

住
民
課
ま
た
は
京
都
南
社
会
保
険
事
務

所
1
0
7
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１
へ
。
 

  
ご
み
を
野
焼
き
す
る
と
、
有
害
な
ガ
ス
が

発
生
し
た
り
、
煙
の
向
き
に
よ
っ
て
は
洗
濯

物
が
汚
れ
る
な
ど
、
周
辺
住
民
の
た
い
へ
ん

な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
法
律
や
条
例
で
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

罰
則
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

ご
み
は
野
焼
き
せ
ず
に
分
別
し
ま
し
ょ
う
。
 

家
庭
ご
み
は
、
燃
や
す
ご
み
や
燃
や
さ
な

い
ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
に
分
別
し
、
古

新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ウ
ェ
ス
は
、
地

域
な
ど
の
集
団
回
収
を
通
じ
て
回
収
業
者
に

出
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
飲
食
店
の
冷
蔵
庫
や
事
務
所
の
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
に
使
わ
れ
て

い
る
フ
ロ
ン
類
は
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
た
め
、
廃
棄
時
に

は
登
録
業
者
へ
の
回
収
委
託
が
必
要
で
す
。
 

関
係
者
の
役
割
や
回
収
手
続
を
明
確
化
し

た
改
正
法
が
、
今
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

適
切
な
フ
ロ
ン
類
の
回
収
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、

次
の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜

2
時
20
分
、
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
9
時

〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
10 
月
は
「
3
Ｒ
推
進
月
間
」
で
す
。
 

ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
ば
、

も
う
終
わ
り
で
し
ょ
う
か
。
い
い
え
、
最
終

的
に
埋
め
立
て
さ
れ
た
ご
み
は
処
分
地
に
永

久
に
残
る
の
で
す
。
 

ご
み
は
、
物
が
不
要
に
な
っ
た
と
き
初
め

て
生
ま
れ
ま
す
。
物
を
な
る
べ
く
不
要
に
し

な
い
こ
と
が
、
ご
み
問
題
の
優
先
課
題
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
す
ぐ
に
不
要
と
な
る
よ

う
な
物
は
も
ら
わ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

例
え
ば
、
１
枚
あ
た
り
18 
ミ
リ
グ
ラ
ム
も

の
原
油
が
使
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
レ
ジ

袋
を
、
買
い
物
の
た
び
に
も
ら
う
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
も
ら
っ
た
レ
ジ
袋
は
、
無

料
だ
か
ら
と
無
駄
に
使
い
捨
て
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
 

買
い
物
に
行
く
時
は
、
買
い
物
袋
（
マ
イ

バ
ッ
グ
）
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
ご
家
庭
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
計
量
法
の
規
定
で
8
年
を
経
過
す

る
前
に
取
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

10 
月
初
旬
か
ら
該
当
す
る
メ
ー
タ
ー
の
取

替
え
作
業
を
、
町
か
ら
委
託
し
て
い
る
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
お
こ
な
い
ま
す
。
 

該
当
す
る
人
に
は
、
事
前
に
通
知
を
し
て

い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

  
電
気
器
具
は
、
大
変
便
利
な
物
で
す
が
取

扱
い
の
不
注
意
や
使
用
方
法
の
誤
り
か
ら
、

火
災
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

電
気
器
具
を
使
用
す
る
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
取
扱
い
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
正
し
く
使

用
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
使
用
し
な
い
と
き
は
、
差
込
み
プ
ラ
グ
を

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

・
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
季
節
的
に
使
用
す
る

器
具
は
、
毎
年
使
用
す
る
前
に
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。
 

・
使
用
中
、
異
常
に
気
付
い
た
ら
す
ぐ
に
使

用
を
や
め
、
専
門
の
業
者
に
点
検
を
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
た
こ
足
配
線
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

・
定
期
的
に
プ
ラ
グ
に
付
着
し
た
ほ
こ
り
等

を
、
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
傷
つ
い
た
コ
ー
ド
を
使
用
し
た
り
、
コ
ー

ド
を
束
ね
た
状
態
で
使
用
す
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

児
童
手
当
の
現
況
届
 

ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止
 

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

電
気
器
具
か
ら
の
火
災
を
防
ご
う
 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
 

共
同
募
金
に
ご
協
力
を
 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
 

フ
ロ
ン
の
回
収
に
ご
協
力
を
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公
共
下
水
道
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で

下
水
道
管
敷
設
工
事
を
行
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み

な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

            
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
後
の
高
齢

者
福
祉
施
策
・
事
業
の
参
考
と
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
時
の
迅
速
な
支
援
を
目
的
と
し
て
、

高
齢
者
等
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

期
間
／
10 
月
15 
日
b
〜
31
日
d
 

対
象
／
高
齢
者
世
帯
、
寝
た
き
り
高
齢
者
の

介
護
者
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世

帯
（
各
調
査
と
も
65
歳
以
上
の
人
）
 

調
査
方
法
／
地
域
の
民
生
児
童
委
員
が
調
査

票
を
持
参
し
、
調
査
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障
害
者
の
集

い
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
18 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2

時
30
分
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

内
容
／
ミ
ニ
運
動
会
、
昼
食
、
歌
な
ど
 

対
象
／
町
内
在
住
で
障
害
の
あ
る
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

申
し
込
み
／
10 
月
9
日
c
ま
で
に
、
地
域
の

民
生
児
童
委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

※
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

  
淀
川
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
の
具
体
計

画
案
（
原
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
 

詳
し
く
は
、
淀
川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: 

//w
w
w
.yodogaw

a.kkr.m
lit.go.jp/ 

seib
i /index.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
近
畿
地
方
整
備
局
淀
川
河
川

事
務
所
1
0
7
2
（
8
4
3
）
2
8
6

１
 

   
最
近
、
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
な

ど
、
耳
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
人
と

そ
の
家
族
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
相
談
会

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▼
耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談
 

日
時
／
10 
月
6
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
 

対
象
／
耳
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
人
 

内
容
／
聴
力
測
定
、
難
聴
者
の
体
験
発
表
、

フ
リ
ー
ト
ー
ク
 

聴
力
測
定
定
員
／
10 
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
は
ー
も
に
ぃ
1
0
7
7
4

（
5
5
）
5
9
8
１
　
6
0
7
7
4
（
5
 

　
　
5
）
5
9
8
2
へ
。
電
話
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
可
 

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
交
流
会
 

日
時
／
10 
月
19 
日
f
　
午
前
10 
時
30
分
〜
午

後
3
時
 

※
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
午
前
10 
時
ま

で
に
近
鉄
寺
田
駅
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
城
陽
駅
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
 

場
所
／
あ
ら
す
い
も
掘
り
農
園
 

内
容
／
あ
ら
す
の
い
も
掘
り
と
交
流
会
 

費
用
／
１
人
7
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
日
d
ま
で
に
、

電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
、
住
所
、
氏
名
お
よ
び
送
迎
の
有
無

を
ご
記
入
の
う
え
、
〒
６１９
‐
０２１４
木
津
川

市
木
津
上
戸
15 
　
相
楽
聴
覚
言
語
障
害

セ
ン
タ
ー
1
・
6
0
7
7
4
（
7
2
）

6
8
6
2
へ
。
 

▼
難
聴
者
相
談
と
交
流
会
 

日
時
／
10 
月
23
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3

時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

内
容
／
耳
の
し
く
み
、
補
聴
器
に
関
す
る
学

習
会
 

費
用
／
お
弁
当
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
１
人

5
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
お
弁
当
が
必
要

な
場
合
は
、
15 
日
b
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ハ
ガ
キ
で
相
楽

聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
へ
。
当
日
参

加
可
 

　
　
 

　
　
 

城
南
衛
生
管
理
組
合
と
洛
南
浄
化
セ
ン
タ

ー
で
は
、「
環
境
ま
つ
り
」
と
「
下
水
道
ま
つ

り
」
を
同
時
に
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
28
日
a
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3

時
（
雨
天
の
場
合
は
、
11 
月
4
日
a
に

順
延
）
 

場
所
／
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
城
南
衛

生
管
理
組
合
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
 

内
容
／
①
環
境
ま
つ
り
…
リ
サ
イ
ク
ル
市
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
、衣
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室（
い

ず
れ
も
事
前
予
約
が
必
要
）。
新
鮮
野

菜
の
朝
市
、
う
ま
い
も
の
横
丁
な
ど
。

②
下
水
道
ま
つ
り
…
施
設
説
明
会
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
エ
コ
・
京
レ
ン
ガ

進
呈
（
先
着
順
）
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
①
城
南
衛
生
管
理
組
合
広
報

情
報
課
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
8
2
 

　
　
5
　
②
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5

（
6
3
2
）
1
4
3
3
 

※
会
場
へ
は
、
左
記
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
11 
月
4
日
に
順

延
の
場
合
は
、
運
行
し
ま
せ
ん
）
 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
原
案
 

環
境
ま
つ
り
と
下
水
道
ま
つ
り
 

耳
の
不
自
由
な
人
の
 

相
談
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

高
齢
者
等
実
態
調
査
 

障
害
者
の
集
い
 

工期は、平成20年2月下旬まで 

▼田井処理分区（野村地内） 

佐
　
山
 

バ
ス
停
 

9：00 

10：05 

11：10 

12：10

9：03 

10：08 

11：13 

12：13

帰りの無料シャトルバスもあります。 
時刻については会場でご確認ください。 

発
　
車
　
時
　
刻
 

久
御
山
 

団
地
口
 

バ
ス
停
 

　
バ
　
ス
 

　
乗
り
場
 

（
淀
行
き
）
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町
卓
球
協
会
で
は
、
卓
球
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
28
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生

以
上
の
人
 

種
目
／
個
人
戦
（
１
〜
3
部
）
 

費
用
／
一
般
5
0
0
円
、
高
校
生
3
0
0
円
、

中
学
生
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
22
b
ま
で

に
、
町
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育

館
内
）
ま
た
は
町
卓
球
協
会
事
務
局
（
松

本
さ
ん
宅
）
1
0
7
7
4
（
4
3
）

6
5
6
3
へ
。
電
話
可
 

  日
時
／
11 
月
4
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
お
よ

び
連
盟
登
録
チ
ー
ム
 

試
合
方
法
／
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
 

費
用
／
１
チ
ー
ム
１
，
0
0
0
円
（
当
日
徴

収
し
ま
す
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
21
日
a
ま

で
に
、
町
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体

育
館
内
）
へ
。
電
話
不
可
 

    

        〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
必
ず
参
加
者
本
人
か
そ
の

保
護
者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
、
10 
月
10 
日
d
（
9
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い

教
室
は
無
料
で
す
。
 

 
 ▼

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
 

日
時
／
10 
月
10 
日
d
・
11 
日
e
・
12 
日
f
・

13 
日
g
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7
時

〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
文
字
入
力
の
で

き
る
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
10 
月
16 
日
c
・
17 
日
d
・
18 
日
e
　

【
3
回
コ
ー
ス
】
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
10 
月
11 
日
e
・
16 
日
c
・
18 
日
e
・

23
日
c
・
25
日
e
・
30
日
c
・
11 
月
１

日
e
・
6
日
c
【
8
回
コ
ー
ス
】
　
午

前
9
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と

い
う
人
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
10 
月
11 
日
e
・
19 
日
f
　
い
ず
れ
も

午
後
１
時
〜
4
時
、
27
日
g
　
午
前
9

時
〜
正
午
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を

自
由
に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
10 
月
10 
日
d
・
24
日
d
　
午
前
10 
時

〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
 

  日
時
／
10 
月
13 
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
5
時
、
14 
日
a
　
③
午

前
9
時
〜
正
午
　
④
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
動
く
お
も
ち
ゃ
・
お
花
の
コ
ー
ス
タ

ー
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
10 
月
5
日
f
・
18 
日
e
　
午
前
10 
時

〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
10 
月
5
日
f
　
午
後
7
時
〜
8
時
、

20
日
g
　
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30
分

（
受
付
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
） 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学

生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
で
星
空
の
観

察
を
し
ま
す
。
（
雨
天
・
曇
り
の
場
合

は
中
止
）
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

小
学
生
工
作
教
室
 

漢
字
出
直
し
塾
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

申
し
込
み
は
10 
月
2
日
C
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
）

ゆ
う
ホ
ー
ル
 

卓
球
協
会
会
長
杯
卓
球
大
会
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会
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ゆうホールは、館内の機械設備等の点検整備のため 
10月31日Dは臨時休館します。ご了承ください。 



    

  日
時
／
10 
月
10 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。
内
容
は
「
世
界
遺
産
」

と
「
映
画
」
な
ど
で
す
。
 

※
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
10 
月
21
日
a
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小

学
１
〜
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。
 

内
容
／
久
御
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
下
の
ビ
オ

ト
ー
プ
で
生
き
物
観
察
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
組
 

  日
時
／
10 
月
20
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
10 
月
12 
日
f
・
19 
日
f
・
26
日
f【
3

回
コ
ー
ス
】
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時

30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で

子
育
て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
10 
月
27
日
g
　
午
前
9
時
〜
午
後
１

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た

だ
し
小
学
１
・
2
年
生
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
古
川
と
巨
椋
池
干
拓
田
で
野
鳥
観
察

を
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

       日
時
／
①
10 
月
13 
日
g
　
②
27
日
g
　
い
ず

れ
も
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②

小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
11 
月
3
日
か
ら
12 
月
15 
日
（
11 
月
17 

日
は
除
く
）
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
【
6

回
コ
ー
ス
】
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
先
着
30
人
 

費
用
／
6
0
0
円
 

   日
時
／
10 
月
5
日
f
・
9
日
c
・
15 
日
b
・

25
日
e
　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
8
時
、

10 
月
6
日
g
・
14 
日
a
・
20
日
g
・
28

日
a
　
い
ず
れ
も
午
前
10 
時
〜
11 
時
 

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。
）
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

10 
月
16 
日
c
　
①
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
 

役
場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
　
②
午
後
１
時
〜

3
時
　
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル

ー
ム
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

10 
月
9
日
c
・
23
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後

１
時
　
中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

10 
月
11 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

10 
月
11 
日
e
・
25
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
 

2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

10 
月
18 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
先
着
8
人
（
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
同
協
議
会
へ
。
 

  【
連
絡
先
】
 

 
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

申
し
込
み
は
10 
月
1
日
B
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 3 7人　 
8 , 5 1 9人　 
8 , 6 1 8人　 
6 , 6 7 7世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 4人　 
8人　 
6 1人　 
8 5人　 

〈8月中の動き〉 

〈9月1日現在〉 

（
前
月
比
／
減
１８
人
）
 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
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※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※1はゆうホール）です。母子健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 4日E

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

5日F

パパ＆ママ教室（第1回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会 

11日E

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成18年1月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

19日F

パパ＆ママ教室（第2回） 午前11時～11時15分 妊 婦 と 夫  
調理実習（妊娠中の栄養）、交
流会 

23日C

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成19年6月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

18日E

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成18年12月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

15日B

パパ＆ママ教室（第3回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
歯科検診、赤ちゃんの歯の話、
交流会 

29日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成17年3月生まれ 
歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導 

29日B

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

29日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成16年3月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

26日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 18日EＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
・3か月以上6か月未満の乳児 
　（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

10か月児健診（9月10日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

ポ リ オ（ 服 用 ） 午後 2時～ 3 時  
3日D

12日F

22日B

・生後3か月～7歳6か月未満（生後3か月から1歳6か月まで
に終了が望ましい） 

・6週間あけて2回服用。下痢をしている人は服用できません。 

※1
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保健予防のコーナー 

社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会 
10774（44）2205　60774（44）2203

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215



燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・市田・鈴間・田井・荒見・

下津屋・下津屋サンハイツ・島

田・東島田・森・坊之池・野村

・村東 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・松陽台・サンタウン佐山・

佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

3日 
（第１水曜日） 
17日 

（第３水曜日） 

10日 
（第２水曜日） 
24日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

5日F

29日B

9日C
30日C

11日E
11月1日E

10日（第２水曜日） 

※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

10月のごみ・し尿収集日 
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環境保全のコーナー 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  奥
野
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
は
、
走
井

茶
店
で
中
飯
休
息
し
た
が
、
一
行
が
中

飯
前
に
通
過
し
た
逢
坂
山
に
つ
い
て
、

少
し
触
れ
て
お
こ
う
。
 

逢
坂
は
合
坂
、
会
坂
、
も
し
く
は
相

坂
と
も
書
か
れ
、『
万
葉
集
』
に
も
「
相

坂
を
　
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
　
淡
海
の

海
　
白
木
綿
花
に
　
波
立
ち
渡
る
」
と

詠
ま
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
歌
人
で

あ
る
蟬
丸
（
生
没
年
不
詳
）
の
「
こ
れ

や
こ
の
行
く
も
帰
る
も
別
れ
て
は
知
る

も
知
ら
ぬ
も
逢
坂
の
関
」
は
百
人
一
首

に
取
り
上
げ
ら
れ
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、

清
少
納
言（
平
安
中
期
の
女
流
随
筆
家
）

の
詠
ん
だ
「
夜
を
こ
め
て
鳥
の
空
音
は

は
か
る
と
も
よ
に
逢
坂
の
関
は
ゆ
る
さ

じ
」
も
よ
く
知
ら
れ
、
紫
式
部
（
平
安

後
期
の
女
流
作
家
）
の
『
源
氏
物
語
』

に
も
逢
坂
の
名
が
見
え
る
。
 

こ
の
地
は
、
東
海
道
と
東
山
道
が
一

緒
に
な
っ
て
京
都
に
入
る
地
点
で
あ
り
、

昔
か
ら
重
要
な
軍
事
・
交
通
の
要
所
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
に
関
所
が

置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
 

関
所
の
起
源
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

平
安
時
代
に
は
、
近
江
（
現
滋
賀
県
）

の
逢
坂
関
は
、
伊
勢
（
現
三
重
県
）
の

鈴
鹿
関
、
美
濃
（
現
岐
阜
県
）
の
不
破

関
と
並
ん
で
「
天
下
三
関
」
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
た
。
 

さ
て
、
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
が
中
飯

を
と
っ
た
茶
店
に
は
、
前
号
で
記
し
た

「
走
井
」
と
呼
ば
れ
る
井
戸
が
あ
っ
て
、

清
冽
な
水
が
滾
々
と
湧
き
出
て
い
た
。
 

走
井
に
つ
い
て
は
、享
保
十
九
年（
一

七
三
四
）
の
『
近
江
輿
地
志
略
』
に
「
石

を
畳
ん
で
一
小
の
円
池
と
す
。
其
水
、

は
な
は
だ
清
涼
に
し
て
、
冷
気
凛
々
た

り
。
今
は
茶
店
の
庭
と
な
し
、
旅
人
憩

息
の
便
り
と
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、
寛

政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
『
東
海
道
名

所
図
会
』
の
書
き
込
み
に
も
、「
走
井
、

逢
坂
大
谷
町
茶
店
の
軒
端
に
あ
り
。
後

の
山
水
こ
ゝ
に
走
り
下
っ
て
湧
出
づ
る

事
癧
々
と
し
て
、
寒
暑
に
増
減
な
く
甘

味
也
。
夏
日
往
来
の
人
、
渇
を
凌
ぐ
の

便
と
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
 

古
く
は
、『
蜻
蛉
日
記
』（
藤
原
道
綱

の
母
の
日
記
）
や
『
枕
草
子
』（
清
少
納

言
著
）
に
も
み
え
、『
枕
草
子
』
に
は

「
井
は
ほ
り
か
ね
の
井
。
玉
の
井
。
走

り
井
は
逢
坂
な
る
が
を
か
し
き
な
り
」

と
あ
っ
て
、
昔
か
ら
「
三
名
水
」
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
 

さ
ら
に
、
鎌
倉
時
代
の
歌
人
で
あ
る

藤
原
為
家
（
一
一
九
八
〜
一
二
七
五
）

の
「
旅
人
の
ゆ
き
き
を
い
そ
ぐ
相
坂
に

は
や
く
ぞ
見
ゆ
る
走
井
の
水
」
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
走
井
は
、
街
道
を
往
来

す
る
旅
人
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
売
り
出
さ

れ
て
い
た
の
が
「
走
り
井

餅
」
と
呼
ば
れ
る
餅
で
あ

る
。
こ
の
餅
は
街
道
を
往

来
す
る
旅
人
に
評
判
が
よ

く
、
東
海
道
筋
の
大
名
物

と
な
り
、
土
産
物
と
し
て

も
珍
重
さ
れ
た
。
旅
人
は

走
井
で
喉
を
潤
し
、
走
り

井
餅
を
食
べ
て
旅
の
疲
れ

を
い
や
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
郎
兵

衛
さ
ん
も
茶
店
で
走
り
井
餅
一
一
○
個

を
三
四
二
文
で
買
い
求
め
て
い
る
。
 

こ
の
走
井
茶
店
は
、
明
治
時
代
初
期

ま
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

茶
店
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
今
、

茶
店
跡
は
、日
本
画
家
の
橋
本
関
雪（
一

八
八
三
〜
一
九
四
五
）
の
別
荘
を
寺
と

し
た
「
月
心
寺
」
に
な
っ
て
い
る
。
 

か
つ
て
、
旅
人
た
ち
が
一
息
つ
い
た

走
井
の
井
戸
は
、
こ
の
寺
の
門
を
入
っ

た
玄
関
脇
に
残
っ
て
い
る
。
 

さ
て
、
一
行
は
、
少
し
早
い
中
飯
を

済
ま
せ
て
出
発
し
た
。
東
海
道
を
約
六

丁
（
約
六
○
○
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
行
く

と
、「
み
き
ハ
京
ミ
ち
　
ひ
だ
り
ハ
ふ

し
ミ
み
ち
」「
柳
緑
花
紅
」
と
刻
ま
れ

た
道
標
が
あ
る
。
寛
政
九
年
（
一
七
九

七
）
の
『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
に
「
此

所
、
東
国
よ
り
来
る
人
、
宇
治
ふ
し
見
、

京
へ
の
別
れ
道
也
。
故
に
追
分
と
い
ふ
。

（
中
略
）
札
場
の
傍
に
柳
緑
花
紅
の
標

石
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
が
東

海
道
と
伏
見
街
道
が
分
岐
す
る
追
分（
現

滋
賀
県
大
津
市
追
分
町
）
で
あ
る
。
 

当
時
、
伏
見
街
道
は
奈
良
街
道
と
も

呼
ば
れ
て
い
て
、
東
海
道
と
離
れ
て
奈

良
方
面
に
向
か
う
人
々
は
、
こ
の
道
標

を
見
て
こ
こ
か
ら
左
に
入
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
も
、

追
分
で
こ
の
道
標
を
見
た
で
あ
ろ
う
が
、

残
念
な
こ
と
に
現
在
の
道
標
は
昭
和
二

十
九
年
に
作
ら
れ
た
複
製
で
あ
る
。
当

時
の
も
の
は
、
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古

博
物
館
の
敷
地
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
 

三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
は
、
追
分
か
ら

奈
良
街
道
を
進
み
、
六
地
蔵
を
経
て
、

宇
治
に
着
い
た
の
が
三
月
二
日
の
九
ツ

半
（
午
後
一
時
）
で
あ
っ
た
。
 

逢
坂
山
を
越
え
宇
治
へ
 

▲月心寺の走井 
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